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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 7日 (2006.12.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 多 孔 性 で 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ た 酸 性 ポ リ マ ー を 含 む 固 体 の 酸 触 媒 で あ
っ て 、 該 ポ リ マ ー 中 の 一 価 原 子 の 総 数 の 少 な く と も ９ ０ ％ が フ ッ 素 原 子 で あ り 、 前 記 触 媒
は 、 少 な く と も ９ ０ 質 量 ％ の 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ た 酸 性 ポ リ マ ー を 含 み 、 お よ び ０ ． ０ １
ｍ ２ ／ ｇ か ら ５ ｍ ２ ／ ｇ の 表 面 積 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 固 体 の 酸 触 媒 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 触 媒 は 、 Ｂ Ｅ Ｔ 吸 収 法 に よ っ て 測 定 さ れ る 際 に １ ． ７ か ら ３ ０ ０
ｎ ｍ の サ イ ズ を 有 す る 孔 隙 を 本 質 的 に 持 た な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 固 体 の
酸 触 媒 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ た 酸 性 ポ リ マ ー は 、 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ た ス
ル ホ ン 酸 ポ リ マ ー を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 固 体 の 酸 触 媒 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ た 酸 性 ポ リ マ ー ま た は そ れ の 前 駆 体 を 、 加 圧 さ れ
た 流 体 に さ ら し て 流 体 膨 潤 ポ リ マ ー ま た は ポ リ マ ー 前 駆 体 を 生 産 す る 工 程 で あ っ て 、 該 ポ
リ マ ー ま た は ポ リ マ ー 前 駆 体 中 の 一 価 原 子 の 総 数 の 少 な く と も ９ ０ ％ が フ ッ 素 原 子 で あ る
工 程 と 、
　 前 記 流 体 膨 潤 ポ リ マ ー ま た は 前 駆 体 の 軟 化 点 を 上 回 る 温 度 ま で 前 記 流 体 膨 潤 ポ リ マ ー ま
た は ポ リ マ ー 前 駆 体 を 加 熱 す る 工 程 と 、
　 前 記 加 圧 さ れ た 流 体 の 圧 力 を 、 ガ ス が 前 記 流 体 膨 潤 ポ リ マ ー か ら 流 出 し 、 前 記 流 出 す る
ガ ス が 前 記 ポ リ マ ー ま た は ポ リ マ ー 前 駆 体 を 多 孔 性 構 造 に 膨 張 さ せ る の に 十 分 に 急 速 に 減
少 さ せ る 工 程 と 、
　 前 記 ポ リ マ ー ま た は ポ リ マ ー 前 駆 体 を 冷 却 し て 前 記 多 孔 性 構 造 を 少 な く と も 部 分 的 に 保
持 す る 工 程 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 固 体 の 酸 触 媒 を 作 成 す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 ポ リ マ ー は 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ た ス ル ホ ニ ル ハ ラ イ ド ポ リ マ ー で



あ り 、 お よ び 前 記 流 体 は Ｓ Ｏ ２ お よ び Ｃ Ｏ ２ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 　 （ 実 施 例 １ ９ ）
　 　 （ 多 孔 性 ス ル ホ ン 酸 触 媒 の 調 製 ）
　 ６ ０ ｇ の ペ ル フ ル オ ロ 化 さ れ た ス ル ホ ニ ル フ ル オ リ ド ポ リ マ ー お よ び １ ５ ０ ｇ 二 酸 化 硫
黄 を 用 い て 実 施 例 １ の よ う に 生 成 物 を 調 製 し た 。 そ の 条 件 は 、 ２ ５ ０ ℃ で ３ 時 間 、 お よ び
２ ０ ０ ℃ ま で 冷 却 し 、 そ の 次 に 二 酸 化 硫 黄 を ガ ス 抜 き し た 。 ポ リ マ ー の プ ラ グ を 圧 縮 し て
全 て の 独 立 気 泡 を 破 壊 し 、 小 さ な 塊 に 切 断 し 、 お よ び 室 温 で Ｗ ｉ ｌ ｅ ｙ 粉 砕 機 中 へ と 供 給
し た 。 粉 砕 さ れ た 生 成 物 を 、 ３ ０ ％ の ジ メ チ ル ス ル ホ オ キ シ ド 、 １ ４ ％ の 水 酸 化 カ リ ウ ム
、 お よ び ５ ６ ％ の 水 を 用 い て 、 室 温 に て ３ 日 間 に わ た る 処 理 、 引 き 続 い て 湯 浴 中 で ２ 時 間
の 加 熱 を 行 う こ と に よ っ て 遊 離 酸 に 転 換 し た 。 そ の 生 成 物 を 水 で 洗 浄 し 、 お よ び １ ５ ％ Ｈ
Ｎ Ｏ ３ を 用 い て 遊 離 酸 へ 転 換 し た 。 空 気 乾 燥 後 の 重 量 は ５ ７ ｇ で あ る 。 か さ 密 度 は 、 約 ０
． ３ ５ で あ る と 測 定 さ れ た 。
　 以 下 に 、 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 を 示 す 。
［ １ ］ 　 多 孔 性 で 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ た 酸 性 ポ リ マ ー を 含 む 固 体 の 酸 触 媒 で あ っ て 、 該 ポ
リ マ ー 中 の 一 価 原 子 の 総 数 の 少 な く と も ９ ０ ％ が フ ッ 素 原 子 で あ り 、 前 記 触 媒 は 、 少 な く
と も ９ ０ 質 量 ％ の 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ た 酸 性 ポ リ マ ー を 含 み 、 お よ び ０ ． ０ １ ｍ ２ ／ ｇ か
ら ５ ｍ ２ ／ ｇ の 表 面 積 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 固 体 の 酸 触 媒 。
［ ２ ］ 　 ０ ． １ か ら ０ ． ９ ｇ ／ ｃ ｃ の か さ 密 度 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ［ １ ］ に 記 載 の
固 体 の 酸 触 媒 。
［ ３ ］ 　 前 記 触 媒 は 、 Ｂ Ｅ Ｔ 吸 収 法 に よ っ て 測 定 さ れ る 際 に １ ． ７ か ら ３ ０ ０ ｎ ｍ の サ イ
ズ を 有 す る 孔 隙 を 本 質 的 に 持 た な い こ と を 特 徴 と す る ［ １ ］ に 記 載 の 固 体 の 酸 触 媒 。
［ ４ ］ 　 少 な く と も ９ ５ 質 量 ％ の 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ た 酸 性 ポ リ マ ー を 含 む こ と を 特 徴 と
す る ［ １ ］ に 記 載 の 固 体 の 酸 触 媒 。
［ ５ ］ 　 ８ ０ ％ の レ ジ リ エ ン ス 係 数 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ［ １ ］ に 記 載 の 固 体 の 酸 触
媒 。
［ ６ ］ 　 前 記 触 媒 は 寸 法 的 に 安 定 で あ る こ と を 特 徴 と す る ［ １ ］ に 記 載 の 固 体 の 酸 触 媒 。
［ ７ ］ 　 前 記 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ た 酸 性 ポ リ マ ー は 、 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ た ス ル ホ ン 酸 ポ
リ マ ー を 含 む こ と を 特 徴 と す る ［ １ ］ に 記 載 の 固 体 の 酸 触 媒 。
［ ８ ］ 　 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ た 酸 性 ポ リ マ ー ま た は そ れ の 前 駆 体 を 、 加 圧 さ れ た 流 体 に さ
ら し て 流 体 膨 潤 ポ リ マ ー ま た は ポ リ マ ー 前 駆 体 を 生 産 す る 工 程 で あ っ て 、 該 ポ リ マ ー ま た
は ポ リ マ ー 前 駆 体 中 の 一 価 原 子 の 総 数 の 少 な く と も ９ ０ ％ が フ ッ 素 原 子 で あ る 工 程 と 、
　 前 記 流 体 膨 潤 ポ リ マ ー ま た は 前 駆 体 の 軟 化 点 を 上 回 る 温 度 ま で 前 記 流 体 膨 潤 ポ リ マ ー ま
た は ポ リ マ ー 前 駆 体 を 加 熱 す る 工 程 と 、
　 前 記 加 圧 さ れ た 流 体 の 圧 力 を 、 ガ ス が 前 記 流 体 膨 潤 ポ リ マ ー か ら 流 出 し 、 前 記 流 出 す る
ガ ス が 前 記 ポ リ マ ー ま た は ポ リ マ ー 前 駆 体 を 多 孔 性 構 造 に 膨 張 さ せ る の に 十 分 に 急 速 に 減
少 さ せ る 工 程 と 、
　 前 記 ポ リ マ ー ま た は ポ リ マ ー 前 駆 体 を 冷 却 し て 前 記 多 孔 性 構 造 を 少 な く と も 部 分 的 に 保
持 す る 工 程 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 固 体 の 酸 触 媒 を 作 成 す る 方 法 。
［ ９ ］ 　 前 記 ポ リ マ ー は 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ た ス ル ホ ニ ル ハ ラ イ ド ポ リ マ ー で あ り 、 お よ
び 前 記 流 体 は Ｓ Ｏ ２ お よ び Ｃ Ｏ ２ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ［ ８ ］ に 記
載 の 方 法 。
［ １ ０ ］ 　 前 記 ポ リ マ ー は 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ た ス ル ホ ン 酸 ポ リ マ ー で あ り 、 お よ び 前 記
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流 体 は Ｓ Ｏ ２ お よ び Ｃ Ｏ ２ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ 、 前 記 流 体 は 水 を さ ら に 含 む こ と を 特
徴 と す る ［ ８ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ １ ］ 　 前 記 多 孔 性 構 造 を 少 な く と も 部 分 的 に 保 持 す る 前 記 ポ リ マ ー ま た は ポ リ マ ー 前
駆 体 の 前 記 冷 却 工 程 は 、 前 記 圧 力 の 減 少 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 冷 却 で あ る こ と を 特 徴 と
す る ［ ８ ］ に 記 載 の 方 法 。
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